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(57)【要約】
【課題】少なくとも一方の画面を鏡越しに視聴する場合
に快適に視聴できるようにするとともに、少なくとも一
方の画面が視聴されていない場合に消費電力を削減でき
るようにする両面表示装置を提供することである。
【解決手段】表面側表示パネル４と裏面側表示パネル５
とを有し、表面側表示パネル４と裏面側表示パネル５と
で異なる映像を表示可能な両面表示装置であって、表面
側及び裏面側に設けられた人感センサー１７、２５と、
表面側表示パネル４及び裏面側表示パネル５を制御する
マイコン２８と、を備え、マイコン２８は、表面側表示
パネル４及び裏面側表示パネル５の少なくとも一方に、
左右反転した映像を表示させる制御と、人感センサー１
７、２５が人を検知しなかった場合に人感センサー１７
、２５が設けられている側の表示パネル４、５に表示し
ている映像の表示を停止させる制御と、を行う構成とす
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面側表示パネルと裏面側表示パネルとを有し、該表面側表示パネルと該裏面側表示パ
ネルとで異なる映像を表示可能な両面表示装置であって、
　表面側及び裏面側の少なくとも一方に設けられた人感センサーと、
　前記表面側表示パネル及び前記裏面側表示パネルを制御する制御部と、を備え、
　前記制御部は、前記表面側表示パネル及び前記裏面側表示パネルの少なくとも一方に、
左右及び／又は上下反転した映像を表示させる制御と、前記人感センサーが人を検知しな
かった場合に該人感センサーが設けられている側の表示パネルに表示している映像の表示
を停止させるか映像の輝度を下げさせる制御と、を行うことを特徴とする両面表示装置。
【請求項２】
　前記表面側表示パネル及び前記裏面側表示パネルが液晶パネルであり、
　前記表面側表示パネルと前記裏面側表示パネルとの間に、両表示パネルに共用の導光板
を備え、
　前記導光板は、表面側導光体層と裏面側導光体層との間に、両面が反射面となる蒸着膜
を備えていることを特徴とする請求項１に記載の両面表示装置。
【請求項３】
　前記表面側導光体層の側面に対向配置された複数の発光ダイオードを有する表面側光源
と、
　前記裏面側導光体層の側面に対向配置された複数の発光ダイオードを有する裏面側光源
と、を備えたことを特徴とする請求項２に記載の両面表示装置。
【請求項４】
　前記表面側光源及び前記裏面側光源の発光ダイオードが同一面上で千鳥状に配置される
ように、前記表面側光源の発光ダイオードを所定の間隔で直線状に並べ、前記裏面側光源
の発光ダイオードを所定の間隔で直線状に並べることを特徴とする請求項３に記載の両面
表示装置。
【請求項５】
　前記表面側表示パネル及び前記裏面側表示パネルがアクティブマトリクス方式の有機エ
レクトロルミネセンスパネルであり、
　前記表面側表示パネル及び前記裏面側表示パネルで陰極層を共用し、該陰極層の両面が
反射面となることを特徴とする請求項１に記載の両面表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表面側と裏面側とで異なる映像を表示可能な両面表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から表面及び裏面にそれぞれ映像を表示する両面表示装置がある。その中には、表
面と裏面で異なる映像を表示するものも提案されている（特許文献１参照）。また近年、
表示装置としては液晶表示装置や有機エレクトロルミネセンス（ＥＬ（Electroluminesce
nce））表示装置が多く用いられている。
【０００３】
　例えば、液晶表示装置では、光源となる発光ダイオード（ＬＥＤ（Light Emitting Dio
de））を液晶パネルの側面に配置したエッジ型のものが提案されている（特許文献２参照
）。さらに、エッジ型の液晶表示装置においてはＬＥＤの配置を工夫することで輝度ムラ
を抑制することも提案されている（特許文献３参照）。一方、有機ＥＬ表示装置において
はパッシブマトリクス方式の有機ＥＬパネルを用いた両面表示装置が提案されている（特
許文献４参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特開平８－３２７９８２号公報
【特許文献２】特開２００８－２６２８２３号公報
【特許文献３】特開２０１２－１９５１７１号公報
【特許文献４】特開２００５－２６７９２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の両面表示装置は次に例示されるような特殊な用途には適していな
い。一つには、理髪店等で散髪中の客と待合客との間に設置して、散髪中の客が鏡越しに
一方の画面を視聴し、待合客が他方の画面を視聴するような用途である。また一つには、
駅のプラットホームの中央に設置して上り線の乗降客が一方の画面を視聴し、下り線の乗
降客が他方の画面を視聴するような用途である。
【０００６】
　上記の理髪店での使用を想定した場合、一方の画面は左右反転させた映像を表示し、他
方の画面は左右反転していない映像を表示する必要がある。また、上記の駅のプラットホ
ームでの使用を想定した場合、電車の発着によって上り線側のホームにいる乗降客と下り
線側にいる乗降客の人数に偏りが生じる。このとき、乗降客が近くにいない側の画面、つ
まり視聴されていない画面に映像を表示し続けることは電力の無駄になる。
【０００７】
　しかしながら、上記の特許文献１～４にはこのような用途に適した両面表示装置は開示
されていない。なぜなら、特許文献１では、映像を左右反転させる機能は設けられておら
ず、また視聴者がいない側の画面の電力を削減する対策もなされていない。また特許文献
２、３はＬＥＤの配置に関するものであり、上記の用途に適した両面表示装置に関しては
触れられていない。加えてＬＥＤの配置に関しても両面表示装置を考慮したものではない
。
【０００８】
　また特許文献４は両面表示装置に関するものであるが、上記の用途に適した両面表示装
置ではない。加えて特許文献４では、パッシブマトリクス方式を採用しているため、両面
共通の陰極側となるＹ電極が線状であり、光がその間から反対面に漏れるおそれがあるの
で、特に表面と裏面で異なる映像を表示する両面表示装置には適していない。
【０００９】
　このように、従来の両面表示装置では、表裏の画面それぞれで独立して視聴条件（鏡越
しに視聴することや視聴者数に偏りがあること）に合わせて映像を表示したり消費電力を
削減したりすることはできなかった。
【００１０】
　本発明は、少なくとも一方の画面を鏡越しに視聴する場合に快適に視聴できるようにす
るとともに、少なくとも一方の画面が視聴されていない場合に消費電力を削減できるよう
にする両面表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するために本発明は、表面側表示パネルと裏面側表示パネルとを有し、
該表面側表示パネルと該裏面側表示パネルとで異なる映像を表示可能な両面表示装置であ
って、
　表面側及び裏面側の少なくとも一方に設けられた人感センサーと、
　前記表面側表示パネル及び前記裏面側表示パネルを制御する制御部と、を備え、
　前記制御部は、前記表面側表示パネル及び前記裏面側表示パネルの少なくとも一方に、
左右及び／又は上下反転した映像を表示させる制御と、前記人感センサーが人を検知しな
かった場合に該人感センサーが設けられている側の表示パネルに表示している映像の表示
を停止させるか映像の輝度を下げさせる制御と、を行うことを特徴とする両面表示装置と
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している。
【００１２】
　上記の両面表示装置において、前記表面側表示パネル及び前記裏面側表示パネルが液晶
パネルであり、
　前記表面側表示パネルと前記裏面側表示パネルとの間に、両表示パネルに共用の導光板
を備え、
　前記導光板は、表面側導光体層と裏面側導光体層との間に、両面が反射面となる蒸着膜
を備えている構成としてもよい。
【００１３】
　また上記の両面表示装置において、前記表面側導光体層の側面に対向配置された複数の
発光ダイオードを有する表面側光源と、
　前記裏面側導光体層の側面に対向配置された複数の発光ダイオードを有する裏面側光源
と、を備えた構成としてもよい。
【００１４】
　また上記の両面表示装置において、前記表面側光源及び前記裏面側光源の発光ダイオー
ドが同一面上で千鳥状に配置されるように、前記表面側光源の発光ダイオードを所定の間
隔で直線状に並べ、前記裏面側光源の発光ダイオードを所定の間隔で直線状に並べる構成
としてもよい。
【００１５】
　また上記の両面表示装置において、前記表面側表示パネル及び前記裏面側表示パネルが
アクティブマトリクス方式の有機エレクトロルミネセンスパネルであり、
　前記表面側表示パネル及び前記裏面側表示パネルで陰極層を共用し、該陰極層の両面が
反射面となる構成としてもよい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によると、少なくとも一方の画面に左右及び／又は上下反転した映像を表示させ
ることにより、鏡越しに視聴する場合に快適に視聴できるようにすることができる。また
、人感センサーが人を検知しなかった場合に、人感センサーが設けられている側の表示パ
ネルに表示している映像の表示を停止させるか映像の輝度を下げさせることにより、画面
が視聴されていない場合に消費電力を削減できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の両面液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の両面液晶表示装置の使用例の概略図である。
【図３】本発明の両面液晶表示装置の他の使用例の概略図である。
【図４】図３の両面液晶表示装置周辺の拡大図である。
【図５】本発明の両面表示部の一例の要部構成を示す透過分解斜視図である。
【図６】本発明の両面表示部の一例の構成を示す透過分解斜視図である。
【図７】本発明の両面表示部の水平方向の断面図である。
【図８】本発明の導光板の上面図である。
【図９】本発明の両面表示部の一例の要部構成の透過分解斜視図である。
【図１０】図９の光源の側面図である。
【図１１】図９の上面図である。
【図１２】本発明の両面表示部の一例の要部構成の透過分解斜視図である。
【図１３】図１２の表面側光源の透過側面図である。
【図１４】図１２の裏面側光源の側面図である。
【図１５】図１２の上面図である。
【図１６】本発明の両面有機ＥＬ表示装置の構成を示すブロック図である。
【図１７】本発明の両面表示部の一例の層構成を示す側面図である。
【図１８】図１７の縦方向の部分断面図である。
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【図１９】図１７の横方向の部分断面図である。
【図２０】図１７のＸ電極／Ｙ電極／ＴＦＴ素子層の部分斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下に本発明の実施形態を図面を参照して説明する。以下では両面表示装置として、ま
ず両面液晶表示装置について説明し、次に両面有機ＥＬ表示装置について説明する。なお
、本発明の両面表示装置はこれらに限定されるものではない。以下では、両面の一方の面
を表面、他方の面を裏面として説明する。
【００１９】
　図１は、両面液晶表示装置１の構成を示すブロック図である。各ブロックを繋ぐ実線は
信号ラインを示し、各ブロックを繋ぐ破線は各ブロック駆動用のＤＣ（Direct Curret）
電源電圧ラインを示している。
【００２０】
　両面液晶表示装置１は、両面表示部２と、回路ブロック３とを備えている。両面表示部
２は、表面側に設けられた表面側表示パネル４と、裏面側に設けられた裏面側表示パネル
５とを有する。両表示パネル４、５は液晶パネル（ＬＣＤパネル）である。また両面表示
部２は、表面側表示パネル４と裏面側表示パネル５との間に設けられた両表示パネル４、
５に共用の導光板６と、導光板６と表面側表示パネル４との間に設けられた複数の光学シ
ート７と、導光板６と裏面側表示パネル５との間に設けられた複数の光学シート８と、導
光板６の一側面に対向配置された複数の発光ダイオード（ＬＥＤ）を有する表面側光源９
と、導光板６の一側面に対向配置された複数のＬＥＤを有する裏面側光源１０とを有する
。
【００２１】
　この両面表示部２は、以下の回路ブロック３の構成によって、表面側表示パネル４と裏
面側表示パネル５とで異なる映像を表示可能である。回路ブロック３は、表面側に出力す
るコンテンツに関する処理を行う表面用の回路ブロックと、裏面側に出力するコンテンツ
に関する処理を行う裏面用の回路ブロックと、表面側及び裏面側に出力するコンテンツに
関する処理を行う表裏面共用の回路ブロックとに分けることができる。
【００２２】
　表面用の回路ブロックは、表面側表示パネル４へ映像を表示するためのＬＣＤパネル駆
動信号を出力するＬＣＤパネル駆動回路１１と、必要に応じて通常の映像を左右反転させ
る映像反転回路１２と、映像及び音声信号をＬＣＤパネル駆動信号及びスピーカー１５を
駆動させる音声信号に変換する映像音声処理回路１３と、スピーカー１５へ音声を出力す
るための音声出力信号を出力する音声出力回路１４と、表面側に配設されたスピーカー１
５と、表面用のリモコン送信機３３からの赤外線信号を受信するリモコン受光回路１６と
、表面側に配設された赤外線センサーやカメラ等からなり、表面側の近辺にいる人を検知
する人感センサー１７と、表面側に配設された電源ボタンやチャンネル切替ボタン等から
なる前面操作ボタン１８とを有する。
【００２３】
　裏面用の回路ブロックは、表面用の回路ブロックと同等の構成であって、裏面側表示パ
ネル５へ映像を表示するためのＬＣＤパネル駆動信号を出力するＬＣＤパネル駆動回路１
９と、必要に応じて通常の映像を左右反転させる映像反転回路２０と、映像及び音声信号
をＬＣＤパネル駆動信号及びスピーカー２３を駆動させる音声信号に変換する映像音声処
理回路２１と、スピーカー２３へ音声を出力するための音声出力信号を出力する音声出力
回路２２と、裏面側に配設されたスピーカー２３と、裏面用のリモコン送信機３４からの
赤外線信号を受信するリモコン受光回路２４と、裏面側に配設された赤外線センサーやカ
メラ等からなり、裏面側の近辺にいる人を検知する人感センサー２５と、裏面側に配設さ
れた電源ボタンやチャンネル切替ボタン等からなる前面操作ボタン２６とを有する。
【００２４】
　表裏面共用の回路ブロックは、表面側光源９及び裏面側光源１０を駆動するためのＬＥ
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Ｄ駆動信号を出力するＬＥＤドライバー２７と、表面側表示パネル４及び裏面側表示パネ
ル５をはじめとする両面液晶表示装置１全体を制御するマイコン（制御部）２８と、コン
セントに接続された電源プラグ３７を介して得られる電源を各部に供給する電源回路２９
と、表面用のコンテンツを出力するＰＣ（パーソナルコンピューター）３５及び裏面用の
コンテンツを出力するＰＣ３６からの映像音声出力信号又はチューナー３１からのチュー
ナー出力信号を対応した映像音声処理回路１３、２１へそれぞれ出力する入力切替回路３
０と、デジタル放送を受信するチューナー３１と、電源ボタンが操作された場合に電源オ
ン／オフ信号を出力する電源ＳＷ（電源スイッチ）３２とを有する。
【００２５】
　次に、図２を参照して両面液晶表示装置１の使用例を説明するととともに、図１を参照
して両面液晶表示装置１の動作について説明する。図２は、両面液晶表示装置１の使用例
の概略図である。理髪店等で散髪中の客４０と待合客４１との間に両面液晶表示装置１を
設置して、散髪中の客４０が鏡４２越しに表面側の画面（表面側表示パネル４）を視聴し
、待合客４１が裏面側の画面（裏面側表示パネル５）を視聴するような用途である。
【００２６】
　図２に示すように、両面液晶表示装置１を使用する場合、両面液晶表示装置１の表面側
の表示映像は、理容中の客４０が鏡４１越しに視聴できるように、左右反転映像とする。
左右反転映像を表示させるためには、表面用のリモコン送信機３３又は前面操作ボタン１
８にて設定する。
【００２７】
　ユーザー（店員又は客）が表面用のリモコン送信機３３にて、左右反転映像を選択（例
えば左右反転ボタンを押下）すると、表面用のリモコン送信機３３から赤外線信号(表面
）が発信され、リモコン受光回路１６にて受信する。
【００２８】
　リモコン受光回路１６が赤外線信号を受信すると、リモコン受光回路１６から左右反転
映像を選択する旨の信号がマイコン２８に送られる。そして、ＰＣ３５より出力された映
像音声出力信号は、入力切替回路３０を通って映像音声処理回路１３に送られる。映像音
声処理回路１３にて、映像信号はＬＣＤパネル駆動信号に変換され、音声信号はスピーカ
ー２３を駆動させる音声信号として出力される。
【００２９】
　ＬＣＤパネル駆動信号は、映像反転回路１２を介して、ＬＣＤパネル駆動回路１１に入
力される。映像反転回路１２では、マイコン２８からの映像反転回路制御信号により、左
右反転した映像のＬＣＤパネル駆動信号を生成し、ＬＣＤパネル駆動回路１１に出力する
。ＬＣＤパネル駆動回路１１からは、表面側表示パネル４を駆動させるためのＬＣＤパネ
ル駆動信号が出力され、表面側表示パネル４に左右反転映像が表示される。
【００３０】
　一方、両面液晶表示装置１の裏面側の表示映像は、待合客４１が直接視聴できるように
、通常映像とする。左右反転映像を表示させるためには、表面用のリモコン送信機３３又
は前面操作ボタン１８にて設定する。
【００３１】
　ユーザー（店員又は客）が表面用のリモコン送信機３３にて、左右反転映像を選択（例
えば左右反転ボタンを押下）すると、表面用のリモコン送信機３３から赤外線信号(表面
）が発信され、リモコン受光回路１６にて受信する。
【００３２】
　リモコン受光回路１６が赤外線信号を受信すると、リモコン受光回路１６から左右反転
映像を選択する旨の信号がマイコン２８に送られる。そして、ＰＣ３５より出力された映
像音声出力信号は、入力切替回路３０を通って映像音声処理回路１３に送られる。映像音
声処理回路１３にて、映像信号はＬＣＤパネル駆動信号に変換され、音声信号はスピーカ
ー１５を駆動させる音声信号として出力される。
【００３３】
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　ＬＣＤパネル駆動信号は、映像反転回路１２を介して、ＬＣＤパネル駆動回路１１に入
力される。映像反転回路１２では、マイコン２８からの映像反転回路制御信号により、左
右反転した映像のＬＣＤパネル駆動信号を生成し、ＬＣＤパネル駆動回路１１に出力する
。ＬＣＤパネル駆動回路１１からは、表面側表示パネル４を駆動させるためのＬＣＤパネ
ル駆動信号が出力され、表面側表示パネル４に左右反転映像が表示される。
【００３４】
　一方、両面液晶表示装置１の裏面側の表示映像は、待合客４１が直接視聴できるように
、通常映像（非左右反転映像）とする。通常映像を表示させるためには、裏面用のリモコ
ン送信機３４又は前面操作ボタン２６にて設定する。
【００３５】
　ユーザー（店員又は客）が裏面用のリモコン送信機３４にて、通常映像を選択（例えば
通常映像ボタンを押下）すると、表面用のリモコン送信機３３から赤外線信号(表面）が
発信され、リモコン受光回路１６にて受信する。
【００３６】
　リモコン受光回路１６が赤外線信号を受信すると、リモコン受光回路１６から通常映像
を選択する旨の信号がマイコン２８に送られる。そして、ＰＣ３６より出力された映像音
声出力信号は、入力切替回路３０を通って映像音声処理回路２１に送られる。映像音声処
理回路２１にて、映像信号はＬＣＤパネル駆動信号に変換され、音声信号はスピーカー２
３を駆動させる音声信号として出力される。
【００３７】
　ＬＣＤパネル駆動信号は、映像反転回路２０を介して、ＬＣＤパネル駆動回路１９に入
力される。映像反転回路２０では、マイコン２８からの映像反転回路制御信号により、左
右反転しない映像のＬＣＤパネル駆動信号をＬＣＤパネル駆動回路１９に出力する。ＬＣ
Ｄパネル駆動回路１９からは、裏面側表示パネル５を駆動させるためのＬＣＤパネル駆動
信号が出力され、裏面側表示パネル５に通常映像が表示される。
【００３８】
　このように、表面側の表示映像を左右反転映像、裏面側の表示映像を通常映像というよ
うに、表面側の表示映像と裏面側の表示映像とをそれぞれ単独で、視聴者の視聴条件に合
わせた映像とすることができる。よって、散髪中の客４０と待合客４１とがそれぞれ快適
に視聴できる。
【００３９】
　次に、図３、図４を参照して両面液晶表示装置１の他の使用例を説明するととともに、
図１を参照して両面液晶表示装置１の動作について説明する。図３は、両面液晶表示装置
１の他の使用例の概略図であり、図４は、図３の両面液晶表示装置１周辺の拡大図である
。駅のプラットホーム５０の中央に両面液晶表示装置１を設置して上り線の乗降客５１が
表面側の画面（表面側表示パネル４）を視聴し、下り線の乗降客５２が裏面側の画面（裏
面側表示パネル５）を視聴するような用途である。コンテンツとしては時刻表や電車の発
着案内が考えられる。
【００４０】
　電車が発車した直後は、その線側のホームの乗客が無人となるため、人感センサー１７
又は２５によって検知範囲は無人であることが検知される。例えば、上り線の電車の発車
直後を想定した場合、人感センサー１７によって、ある一定期間(例えば、数十秒～数分
間)、無人であることが検知される。無人を検知した人感センサー１７からは検出信号が
マイコン２８へ送られる。
【００４１】
　これに応じてマイコン２８は、表面側映像の表示及び音声出力を停止させるべく、電源
回路制御信号を出力して、電源回路２９から出力される各回路ブロック駆動用のＤＣ電源
電圧の供給を停止させる。具体的に電源回路２９は、ＬＣＤパネル駆動回路１１、映像反
転回路１２、映像音声処理回路１３、音声出力回路１４へのＤＣ電源電圧の供給を停止す
る。
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【００４２】
　さらに、マイコン２８からの制御信号により、ＬＣＤパネル駆動回路１１、映像反転回
路１２、映像音声処理回路１３、音声出力回路１４の動作を停止させ、入力切替回路３０
から映像音声処理装置１３への映像音声信号の出力を停止させる。また、マイコン２８か
らのＬＥＤドライバー制御信号によって、ＬＥＤドライバー２７から表面側光源９へ出力
されるＬＥＤ駆動信号を停止させ、表面側光源９の発光を停止させる。
【００４３】
　なお、下り線の電車の発車直後を想定した場合は、上述した表面側の動作が裏面側の同
等の動作になるだけであるので、説明を省略する。
【００４４】
　このように、人感センサー１７、２５を用いて乗降客(視聴者)がいない側の映像の表示
を停止させることで、消費電力を削減でき、省エネ型の両面表示装置を実現できる。
【００４５】
　なお、上記では人感センサーが人を検知しなかった場合に映像の表示を停止させること
としたが、消費電力を削減できれば他の処理であってもよく、例えば、映像の輝度を下げ
るようにしてもよい。さらに、人感センサーとしてカメラを用いた場合、性別や年齢を判
別することで、性別や年齢に適した広告等の情報を表示するようにしてもよい。
【００４６】
　次に、両面表示部２の構造について説明する。図５～図１５は両面表示部２の構成例を
説明する図である。
【００４７】
　図５は、両面表示部２の一例の要部構成を示す透過分解斜視図であり、図６は、両面表
示部２の一例の構成を示す透過分解斜視図であり、図７は、両面表示部２の水平方向の断
面図であり、図８は、導光板の上面図である。図９は、両面表示部２の一例の要部構成の
透過分解斜視図であり、図１０は、図９の光源の側面図であり、図１１は、図９の上面図
である。図１２は、両面表示部２の一例の要部構成の透過分解斜視図であり、図１３は、
図１２の表面側光源の透過側面図、図１４は、図１２の裏面側光源の側面図であり、図１
５は、図１２の上面図である。
【００４８】
　図５に示すように、両面表示部２は、導光板６を中心として、導光板６の表面側に、光
学シート７、表面側表示パネル４が順に積層され、導光板の裏面側に、光学シート８、裏
面側表示パネル５が順に積層されている。また、導光板６の左右の側面に対向して光源基
板６０が設けられている。光源基板６０は表面側光源９及び／又は裏面側光源１０である
。また、導光板６の上面に対向して表面側光源９及び裏面側光源１０を駆動する光源駆動
基板６１が設けられている。また、図６、図７に示すように、両面表示部２は、上下一対
の金属筐体６２によって各部材が挟持されている。
【００４９】
　図８に示すように、導光板６は、表面側光源９からの光を面状にして表面側表示パネル
４へ導く表面側導光体層６ａと、裏面側光源１０からの光を面状にして裏面側表示パネル
５へ導く裏面側導光体層６ｂと、表面側導光体層６ａと裏面側導光体層６ｂとの間に設け
られた両面が反射面となる蒸着膜６ｃとを備えている。
【００５０】
　表面側導光体層６ａ及び裏面側導光体層６ｂは、例えば、アクリル板である。蒸着膜６
ｃは、例えば、アルミニウム、銀、ステンレス等の金属膜であり、その厚みは２００～３
００μｍであることが好ましい。２００μｍ未満では光が透過して反射率が低下し、一方
、３００μｍを越えるとコストが高くなる。導光板６は、例えば、表面側導光体層６ａに
蒸着膜６ｃを蒸着した後に、裏面側導光体層６ｂを接着剤で貼り合わせることで作製でき
る。
【００５１】
　このような導光体６によれば、蒸着膜６ｃが表面側の光が裏面側へ漏れることを遮断し
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、逆に裏面側の光が表面側へ漏れることを遮断する。また、表面側の光を表面側表示パネ
ル４側へ反射し、逆に裏面側の光を裏面側表示パネル５側へ反射する。よって、導光体６
は、表面及び裏面共用の導光板として機能する。
【００５２】
　また、導光板６は蒸着膜６ｃを備えているので、従来のように反射板を用いるよりも薄
くでき、両面表示装置１の薄型化に繋がる。
【００５３】
　次に、光源基板６０は、例えば、図９～図１１に示すような構成とすることができる。
図９～図１１に示す２つの光源基板６０は同じ構成であり、１つの光源基板６０を左右２
列に分け、それぞれ表面側光源９、裏面側光源１０としている。そして、表面側光源９の
ＬＥＤと裏面側光源１０のＬＥＤとが互いに千鳥状（ジグザグ）に配置されている。換言
すると、表面側光源９及び裏面側光源１０のＬＥＤが同一面上で千鳥状に配置されるよう
に、表面側光源９のＬＥＤを所定の間隔で直線状に並べ、裏面側光源１０のＬＥＤを所定
の間隔で直線状に並べている。
【００５４】
　このように、光源基板６０上でＬＥＤを千鳥状に配置することにより、表面側光源９の
ＬＥＤと裏面側光源１０のＬＥＤとが隣接しないので、ＬＥＤの放熱性が良好となる。ま
た、表面側光源９のＬＥＤからの光が裏面側光源１０のＬＥＤの間から裏面側へ多少漏れ
るが、この漏れ光は裏面側導光体層６ｂへ入射して裏面側で有効に利用される。逆に、裏
面側から表面側への漏れ光も表面側で有効に利用される。また、表面側光源９のＬＥＤ、
裏面側光源１０のＬＥＤを所定の間隔で並べることで、ほとんど隙間なく並べるよりも部
品コストを削減することができる。
【００５５】
　また、光源基板６０は、例えば、図１２～図１５に示すような構成とすることもできる
。光源基板６０は、一方が表面側光源９、他方が裏面側光源１０となっている。そして、
表面側光源９のＬＥＤは表面側導光体層６ａの側面に対向して所定の間隔で直線状に並べ
られている。また、裏面側光源１０のＬＥＤは裏面側導光体層６ｂの側面に対向して所定
の間隔で直線状に並べられている。
【００５６】
　このように、表面側光源９と裏面側光源１０と別々の光源基板６０にし、別々の場所に
設けることで、それぞれの光源からの光が混じることなく、有効に利用することができる
。
【００５７】
　なお、上記の両面液晶表示装置１で用いたＬＥＤは光源の一例であり、適宜蛍光管等の
他の光源を用いることもできる。
【００５８】
　なお、上記の両面液晶表示装置１では映像の反転方向として左右を例に説明したが、用
途に応じて上下反転としてもよいし、上下左右反転としてもよい。
【００５９】
　なお、本発明の効果を得るためには、映像を反転させる機能は少なくとも何れか一方の
面に設けられてあればよく、人感センサーの検知によって消費電力を削減する機能も少な
くとも何れか一方の面に設けられてあればよい。
【００６０】
　次に、両面有機ＥＬ表示装置について説明する。
【００６１】
　図１６は、両面有機ＥＬ表示装置７１の構成を示すブロック図である。各ブロックを繋
ぐ実線は信号ラインを示し、各ブロックを繋ぐ破線は各ブロック駆動用のＤＣ電源電圧ラ
インを示している。
【００６２】
　両面有機ＥＬ表示装置７１は、両面表示部７２と、回路ブロック７３とを備えている。
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両面表示部７２は、表面側に設けられた表面側表示パネル７４と、裏面側に設けられた裏
面側表示パネル７５とを有する。両表示パネル７４、７５はアクティブマトリクス方式の
有機ＥＬパネルである。
【００６３】
　この両面表示部７２は、以下の回路ブロック７３の構成によって、表面側表示パネル７
４と裏面側表示パネル７５とで異なる映像を表示可能である。回路ブロック７３は、表面
側に出力するコンテンツに関する処理を行う表面用の回路ブロックと、裏面側に出力する
コンテンツに関する処理を行う裏面用の回路ブロックと、表面側及び裏面側に出力するコ
ンテンツに関する処理を行う表裏面共用の回路ブロックとに分けることができる。図１６
において図１と同様の構成については同符号を付し、その詳細な説明を省略する。
【００６４】
　表面用の回路ブロックは、図１のＬＣＤパネル駆動回路１１の代わりに、表面側表示パ
ネル７４へ映像を表示するための有機ＥＬパネル駆動信号を出力する有機ＥＬパネル駆動
回路７６を有する。その他の構成は図１と同様である。
【００６５】
　裏面用の回路ブロックは、表面用の回路ブロックと同等の構成であって、図１のＬＣＤ
パネル駆動回路１９の代わりに、裏面側表示パネル５へ映像を表示するための有機ＥＬパ
ネル駆動信号を出力する有機ＥＬパネル駆動回路７７を有する。その他の構成は図１と同
様である。
【００６６】
　表裏面共用の回路ブロックは、図１のＬＥＤドライバーがないこと以外は、図１と同様
である。
【００６７】
　このような両面有機ＥＬ表示装置７１も図２～図４に示した使用例の両面表示装置１の
代わりに使用でき、同様の動作で同様の作用効果を得ることができる。
【００６８】
　次に、両面表示部７２の構造について説明する。図１７～図２０は両面表示部７２の構
成例を説明する図である。
【００６９】
　図１７は、両面表示部７２の一例の層構成を示す側面図であり、図１８は、図１７の縦
方向の部分断面図であり、図１９は、図１７の横方向の部分断面図であり、図２０は、図
１７のＸ電極／Ｙ電極／ＴＦＴ素子層の部分斜視図である。
【００７０】
　図１７～図１９に示すように、両面表示部７２は、陰極層８０を中心として、陰極層８
０の表面側に、電子輸送層８１、有機ＥＬ発光層８２、正孔輸送層８３、Ｘ電極／Ｙ電極
／ＴＦＴ素子層８４、カラーフィルター層８５、ガラス基板８６が順に積層され、陰極層
８０の裏面側に、電子輸送層８７、有機ＥＬ発光層８８、正孔輸送層８９、Ｘ電極／Ｙ電
極／ＴＦＴ素子層９０、カラーフィルター層９１、ガラス基板９２が順に積層されている
。
【００７１】
　図２０に示すように、Ｘ電極／Ｙ電極／ＴＦＴ素子層８４、９０は、格子状に張り巡ら
せられたＸ電極９５及びＹ電極９６と、画素の一つ一つに設けられたアクティブ素子とし
てのＴＦＴ（Thin Film Transistor）素子９７とで構成されている。このようなアクティ
ブマトリクス方式の有機ＥＬパネルからなる両面表示部７２は、所定のＸ電極９５及びＹ
電極９６に電圧を印加し、交点のＴＦＴ素子９７を駆動させることで、有機ＥＬ発光層８
２、８８を発光させる。
【００７２】
　陰極層８０は、表面側表示パネル７４及び裏面側表示パネル７５で共用しており、陰極
層８０の両面は反射面にもなっている。陰極層８０の厚みを調整することにより、反射面
として機能させることができる。このような陰極層８０は銀等の金属板で形成される。



(11) JP 2014-228777 A 2014.12.8

10

20

30

【００７３】
　なお、アクティブマトリクス方式の有機ＥＬパネルは、有機ＥＬ発光層８２、８８が単
色(白色)の発光のため、カラーフィルター層８５、９１を通して、画素毎にＲ、Ｇ、Ｂを
発光させている。
【００７４】
　このようなアクティブマトリクス方式の両面有機ＥＬパネルは、自発光パネルなので光
源が必要ない。そのため、両面有機ＥＬ表示装置７１は、上述した両面液晶表示装置１に
比べて、さらに薄くすることができる。また、アクティブマトリクス方式を採用すること
で、パッシブマトリクス方式のように反対面からの光漏れなどにより画質を損なうことの
ない両面有機ＥＬ表示装置７１が実現できる。
【産業上の利用可能性】
【００７５】
　本発明の両面表示装置は薄型で設置面積が小さいので、従来は壁面や部屋の隅に設置し
ていた片面の表示装置と違って、通路や部屋、会場等の中央に設置することが可能となる
。これにより使用用途が広がるものと期待できる。
【符号の説明】
【００７６】
　　　１　両面液晶表示装置（両面表示装置）
　　　４、７４　表面側表示パネル
　　　５、７５　裏面側表示パネル
　　　６　導光板
　　　６ａ　表面側導光体層
　　　６ｂ　裏面側導光体層
　　　６ｃ　蒸着膜
　　　９　表面側光源
　　　１０　裏面側光源
　　　１７、２５　人感センサー
　　　２８　マイコン（制御部）
　　　７１　両面有機ＥＬ表示装置
　　　８０　陰極層



(12) JP 2014-228777 A 2014.12.8

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】



(13) JP 2014-228777 A 2014.12.8

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】



(14) JP 2014-228777 A 2014.12.8

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】



(15) JP 2014-228777 A 2014.12.8

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｇ０９Ｇ   3/30     (2006.01)           Ｇ０９Ｇ   3/36    　　　　          ５Ｃ３８０
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)           Ｇ０９Ｇ   3/30    　　　Ｈ          ５Ｆ１４２
   Ｇ０９Ｇ   3/34     (2006.01)           Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｄ          ５Ｇ４３５
   Ｇ０２Ｆ   1/13357  (2006.01)           Ｇ０９Ｇ   3/20    ６６０Ｈ          　　　　　
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)           Ｇ０９Ｇ   3/34    　　　Ｊ          　　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/12     (2006.01)           Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｗ          　　　　　
   Ｈ０１Ｌ  33/00     (2010.01)           Ｇ０２Ｆ   1/13357 　　　　          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/12    　　　Ｚ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/12    　　　Ｃ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０１Ｌ  33/00    　　　Ｌ          　　　　　

Ｆターム(参考) 3K107 AA01  BB01  BB06  CC14  CC41  CC43  DD04  DD22  DD28  EE03 
　　　　 　　        EE11  EE66 
　　　　 　　  5C006 AB01  AF68  AF69  BF38  EA01  EC08 
　　　　 　　  5C080 AA06  AA10  BB05  DD26  JJ02  JJ06  KK38 
　　　　 　　  5C094 AA01  AA22  BA03  BA23  BA27  BA43  DA08  EA06 
　　　　 　　  5C380 AA01  AB06  AB13  AB34  BA02  CF66  DA26 
　　　　 　　  5F142 AA34  DB38  DB52  DB54  EA32  EA34  GA14 
　　　　 　　  5G435 AA01  AA17  BB04  BB05  BB12  CC09  EE27  EE49  FF03  FF08 
　　　　 　　        GG23 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

